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前
回
（
三
月
号
）
は
、
我
が
国
の
公
的
な
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
概

要
と
、
平
成
一
五
年
に
行
わ
れ
た
、
設
置
認
可
の
準
則
化
や
認
証
評

価
制
度
の
導
入
等
の
一
連
の
改
革
の
内
容
を
紹
介
し
た
。本
号
で
は
、

一
連
の
改
革
の
結
果
と
し
て
、設
置
認
可
の
状
況
と
具
体
的
な
課
題
、

及
び
こ
れ
に
関
し
て
、
平
成
二
〇
年
九
月
～
二
一
年
一
月
の
間
の
大

学
分
科
会
の
審
議
状
況
を
紹
介
す
る
。

三　

設
置
認
可
で
の
規
制
緩
和
と
、
大
学
の
量
的
規
模
の
拡
大
・
多

様
化平

成
一
四
年
以
前
は
、
大
学
の
学
部
、
大
学
院
の
研
究
科
、
短
期

大
学
の
学
科
の
設
置
廃
止
は
、
一
律
に
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受

け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
平
成
一
五
年
に
「
事
前
規
制
か
ら
事
後
チ
ェ
ッ

ク
へ
」
の
考
え
方
の
も
と
、
審
査
基
準
の
準
則
化
、
設
置
認
可
の
弾

力
化
（
審
査
を
要
し
な
い
届
出
制
の
導
入
と
、
認
可
事
項
の
縮
減
）

が
図
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、大
学
の
設
置
認
可
の
審
査
に
つ
い
て
、

適
用
さ
れ
る
基
準
や
解
釈
を
明
確
に
示
す
観
点
か
ら
、
従
来
審
議
会

内
規
で
定
め
て
い
た
審
査
の
基
準
に
つ
い
て
、
告
示
以
上
の
法
令
に

規
定
す
る
と
と
も
に
、審
議
会
内
規
を
す
べ
て
廃
止
し
た（
準
則
化
）。

ま
た
、
同
年
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、「
学
位
の
種
類
及
び

分
野
の
変
更
を
伴
わ
な
い
」
学
部
等
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
認
可
を

受
け
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
文
部
科
学
大
臣
に
届
出
を
行
え
ば
足
り
る

こ
と
と
し
た
（
届
出
制
の
導
入
）。
併
せ
て
、
学
部
、
研
究
科
の
廃

止
な
ど
、
従
来
は
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
た

事
項
に
つ
い
て
、
届
出
を
行
え
ば
足
り
る
こ
と
と
し
た
（
認
可
事
項

の
縮
減
）。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
同
年
に
は
、
大
学
設
置

に
関
す
る
抑
制
方
針
が
撤
廃
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
規
制
緩
和
の
結
果
、
各
大
学
の
新
設
・
量
的
拡
大
が
進

む
と
と
も
に
、
届
出
と
い
う
簡
便
な
手
続
が
広
く
認
め
ら
れ
た
こ
と

で
、
大
学
の
主
体
的
な
判
断
に
よ
る
新
た
な
大
学
等
の
設
置
や
組
織

   
中
教
審
・
大
学
分
科
会「
中
長
期
的
な
大
学
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」の
審
議
状
況（
５
）
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改
編
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
と
い
う
成
果
が
見
ら
れ
た
。

四　

設
置
認
可
で
の
問
題
と
大
学
分
科
会
の
審
議
状
況
（
平
成
二
〇

年
九
月
～
平
成
二
一
年
一
月
）

（
１
）
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
で
指
摘
さ
れ
た
課
題

こ
の
よ
う
に
大
学
の
組
織
改
編
が
進
ん
だ
一
方
で
、
大
学
設
置
・

学
校
法
人
審
議
会
（
以
下
、「
設
置
審
」
と
い
う
。）
に
対
す
る
申
請

で
は
、
準
備
不
足
と
判
断
さ
れ
る
事
例
な
ど
が
出
て
き
た
た
め
、
同

審
議
会
か
ら
、
質
保
証
の
前
提
と
な
る
大
学
自
身
の
自
覚
と
責
任
を

促
す
コ
メ
ン
ト
が
公
表
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
平
成
一
九
年
一
一
月
、
設
置
審
会
長
よ
り
、
答
申

の
提
出
に
当
た
っ
て
の
コ
メ
ン
ト
が
公
表
さ
れ
た
。コ
メ
ン
ト
で
は
、

大
学
の
設
置
等
に
係
る
申
請
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
案
件
や
、
設
置
審

で
更
に
吟
味
を
要
す
る
こ
と
か
ら
判
断
を
保
留
し
た
案
件
に
つ
い

て
、
大
学
の
設
置
に
関
す
る
基
本
的
理
解
や
、「
事
前
規
制
か
ら
事

後
チ
ェ
ッ
ク
へ
の
転
換
」
の
前
提
と
な
る
大
学
自
身
の
自
覚
と
責
任

に
対
す
る
自
覚
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
表
明

さ
れ
た
。

ま
た
、
平
成
二
〇
年
一
月
、
実
際
の
設
置
認
可
審
査
に
お
い
て
議

論
の
あ
っ
た
具
体
的
な
事
例
が
、
①
設
置
形
態
を
問
わ
ず
共
通
の
事

項
、
②
専
門
職
大
学
院
に
関
す
る
事
項
、
③
大
学
院
大
学
に
関
す
る

（４年制大学数の推移）
年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度
大学数 686 702 709 726 744 756 765 773
学生数 2,786,032 2,803,980 2,809,925 2,865,051 2,859,212 2,828,708 2,836,127 2,845,908

（設置認可・届出件数の推移）
開設年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度
認　可 291 277 196 127 126 110 85 78
届　出 1 1 276 265 356 243 258 228
総　数 292 278 472 392 482 353 343 306
・件数は設置組織数ベース
・平成１８年度開設の届出には，薬学関係学科の修業年限変更に関するものも含む
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事
項
、
の
三
つ
の
観
点
か
ら
整
理
さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
。
①
の
観
点

か
ら
は
、
専
任
教
員
の
役
割
・
責
任
・
勤
務
条
件
や
、
教
員
審
査
に

お
け
る
実
務
家
教
員
の
業
績
評
価
の
在
り
方
な
ど
、
設
置
基
準
上
の

定
義
が
不
明
確
な
事
項
に
つ
い
て
の
法
令
上
の
明
確
化
等
を
課
題
と

し
て
指
摘
し
た
。
②
の
観
点
か
ら
は
、
研
究
業
績
を
有
し
な
い
「
実

務
家
教
員
」が
専
任
教
員
の
大
部
分
を
占
め
る
場
合
な
ど
に
つ
い
て
、

専
門
職
大
学
院
と
し
て
の
妥
当
性
等
を
課
題
と
し
て
指
摘
し
た
。
③

の
観
点
か
ら
は
、
施
設
・
設
備
を
共
用
し
て
い
る
た
め
に
、
学
生
数

に
比
し
て
校
舎
面
積
が
狭
小
な
大
学
院
大
学
に
つ
い
て
な
ど
、
ハ
ー

ド
面
に
関
す
る
基
準
の
明
確
化
を
課
題
と
し
て
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
二
〇
年
二
月
、
設
置
審
の
学
校
法
人
分
科
会
長
か

ら
、
コ
メ
ン
ト
と
し
て
「
近
年
の
審
査
を
振
り
返
っ
て
」
が
公
表
さ

れ
た
。
コ
メ
ン
ト
で
は
、
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
以
降
の
規
制
緩

和
に
よ
り
、
各
大
学
が
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
改
革
を
進
め
て
い
る

こ
と
を
評
価
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
審
査
で
明
ら
か
に
な

り
つ
つ
あ
る
問
題
と
し
て
、
①
新
設
早
々
に
学
生
確
保
に
苦
し
む
経

営
見
通
し
の
甘
い
大
学
な
ど
、
継
続
的
な
運
営
の
「
安
定
性
」
の
問

題
、
②
認
可
申
請
書
の
不
実
記
載
や
重
大
な
記
載
漏
れ
等
の
不
正
申

請
な
ど
、
社
会
か
ら
の
「
信
頼
性
」
の
問
題
、
③
準
備
不
足
か
ら
多

数
の
留
意
事
項
が
付
さ
れ
る
例
な
ど
、私
立
大
学
の
「
自
主
性
」「
自

律
性
」
の
問
題
、
を
挙
げ
、
私
立
大
学
制
度
の
前
提
で
あ
る
「
自
主

性
」「
自
律
性
」
を
損
な
い
か
ね
な
い
事
態
が
出
て
き
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
、
私
立
大
学
制
度
に
関
す
る
各
設
置
者
の
自
覚
・
自
省
を

促
し
た
。

（
２
）
大
学
分
科
会
の
審
議

大
学
分
科
会
で
は
、
平
成
二
〇
年
九
月
以
降
、
中
長
期
的
な
大
学

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
っ
て
お
り
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
大
学
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
在

り
方
に
関
す
る
検
討
の
一
環
と
し
て
、（
１
）
で
あ
げ
た
設
置
審
の

指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
設
置
認
可
に
関
し
て
検
討
し
た
。

具
体
的
に
は
、
平
成
二
〇
年
一
〇
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
大
学

分
科
会
で
は
、
設
置
基
準
と
設
置
認
可
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、

設
置
審
大
学
設
置
分
科
会
の
納
谷
分
科
会
長
職
務
代
理
か
ら
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
上
、
審
議
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
設
置
認
可
に
関
す
る
現
状
と
し
て
、（
１
）

申
請
者
・
申
請
内
容
が
多
様
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
中
で
、
設

置
者
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
欠
く
よ
う
な
申
請
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
、（
２
）
設
置
基
準
の
準
則
化
に
よ
り
審
査
内
規
が
廃
止
さ
れ
、

設
置
基
準
が
定
性
的
・
抽
象
的
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、（
３
）
届
出

制
度
の
導
入
に
よ
り
、
本
来
の
届
出
制
度
の
趣
旨
を
逸
脱
す
る
よ
う

な
場
合
な
ど
、
届
出
設
置
で
想
定
外
の
ケ
ー
ス
が
出
現
し
て
い
る
こ
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と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
踏
ま
え
て
、
今
後

の
課
題
が
以
下
の
三
つ
の
観
点
か
ら
整
理
さ
れ
た
。

①
設
置
基
準
に
係
る
課
題
（
専
任
教
員
の
要
件
な
ど
の
定
性
的
・
抽

象
的
な
規
定
の
明
確
化
や
大
学
院
大
学
の
要
件
の
明
確
化
等
）、

②
設
置
認
可
に
係
る
課
題
（
大
学
の
新
設
に
係
る
審
査
期
間
を
七
ヶ

月
間
か
ら
一
年
～
一
年
半
に
拡
大
す
る
な
ど
、
設
置
審
査
に
お
け

る
審
査
期
間
の
十
分
な
確
保
等
）、

③
届
出
制
度
に
係
る
課
題
（
既
存
の
学
位
の
分
野
の
見
直
し
・
細
分

化
や
、
既
存
の
学
部
に
新
た
な
学
位
の
分
野
を
追
加
す
る
場
合
の

ル
ー
ル
の
厳
格
化
等
）、 

ま
た
、
大
学
分
科
会
の
審
議
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
単
に

設
置
認
可
の
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、設
置
基
準
の
改
正
の
観
点
や
、

質
保
証
の
観
点
、
認
証
評
価
の
観
点
、
大
学
院
・
専
門
職
大
学
院
等
々

の
観
点
、
通
信
教
育
の
観
点
、
学
校
経
営
の
観
点
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
観
点
か
ら
の
意
見
が
示
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
観
点

は
相
互
に
関
係
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
質
保
証
の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
設
け
て
、
専
門
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

更
に
、
大
学
の
設
置
認
可
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
〇
年
一
一
月

二
六
日
の
大
学
分
科
会
委
員
懇
談
会
で
も
審
議
さ
れ
た
。
そ
の
際
の

意
見
と
し
て
、
平
成
一
五
年
以
前
は
内
規
で
詳
細
な
基
準
が
設
け
ら

れ
て
い
た
専
任
教
員
に
関
す
る
基
準
の
具
体
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

技
術
の
発
達
や
生
涯
学
習
等
の
新
し
い
要
素
が
出
て
き
て
い
る
中
で

の
通
信
教
育
に
係
る
教
育
の
質
保
証
の
検
討
、
届
出
制
度
の
趣
旨
を

逸
脱
す
る
よ
う
な
届
出
設
置
に
対
し
て
の
届
出
制
度
の
早
期
の
見
直

し
な
ど
、
設
置
基
準
と
設
置
認
可
に
関
し
て
検
討
が
必
要
な
事
項
が

整
理
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
認
証
評
価
と

併
せ
て
検
討
す
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
審
議
の
内
容
は
、
平
成
二
一
年
一
月
の
「「
中
長
期
的

な
大
学
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
諮
問
に
係
る
大
学
分
科
会
の
審

議
経
過
に
つ
い
て
」
で
整
理
さ
れ
、
設
置
基
準
・
設
置
認
可
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
審
査
基
準
の
明
確
化
や
適
切
な
設
置
審
査
の
た
め
、

可
能
な
も
の
か
ら
速
や
か
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
、
質
保
証
シ

ス
テ
ム
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
設
置
審
の
協
力
も

得
な
が
ら
具
体
的
な
検
討
を
進
め
、
大
学
分
科
会
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
一
年
四
月
以
降
は
質
保
証
シ
ス
テ
ム
部
会
に
お

い
て
、
大
学
の
公
的
な
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
等
に
関
す
る
審

議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

次
号
で
は
、
こ
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
部
会
に
お
け
る
具
体
的
な
検

討
状
況
や
、
関
連
す
る
制
度
改
正
の
状
況
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た

い
。


